
１．はじめに

三重大学では、1990年から現在に至るまで、途中開催しなかった時期もあるが、留学

生による日本語スピーチ大会が継続して行われてきた。共通教育、人文学部、留学生セン

ター、国際交流センターと、主催組織も変わった。国際交流センターが主催するようになっ

たのは、1998年からである。現在は、国際交流センターが主催する国際交流週間の中の

一つのイベントとして日本語スピーチ大会が行われている。

日本語スピーチ大会は、留学生の日本語能力の向上を目的としている。一方で、異文化

理解の視点から日本について再考させてくれるよい機会となっている。また、教員にとっ

ては指導の成果が現れる場でもあり、留学生の目に見えない隠れた努力や才能を発見する

場でもある。そのような魅力ある日本語スピーチ大会を20年以上継続して開催してきた
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ことは、素晴らしいことである。

本稿では、第1回（1990）から第14回（2004）までの『三重大学留学生日本語スピー

チ大会報告集』や2007年、2008年、2010年、2011年度と、国際交流センターで実施さ

れた日本語スピーチ大会を振り返り、留学生がどんなテーマでスピーチを行ってきたか、

さらに、審査員や来場者がどのような感想を抱いたのかをまとめ、今後の日本語スピーチ

大会の方向性を探ってみたい。

２．日本語スピーチ大会出場者の国について

表1が、第1回の1991年から2011年までの日本語スピーチ大会の国別出場者数である。

2011年までに合計104名の留学が出場してくれた。国別には中国が51名と多く、オース

トラリアが7名、ドイツが5名、バングラディシュ4名、韓国、スペインとロシアが3名

と続いている。近年、西アジアや北欧の国々の留学生の出場者も増えてきている。
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表1 これまでの日本語スピーチ大会出場者数の国別比較（1）
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1 1991 0

2 1992 0

3 1993 0

4 1994 0

5 1995 4 1 2 7

6 1996 5 1 1 7

7 1997 2 2 1 1 1 1 8

8 1998 6 1 1 1 1 10

9 1999 2 1 1 1 2 1 8

10 2000 6 2 1 1 1 11

11 2001 5 1 1 1 1 1 10

12 2002 3 2 1 1 7

13 2003 4 1 1 1 1 8

14 2004 3 2 5

15 2005
（休会） 0

16 2006
（休会） 0

国際交流
週間 1 2007 2 1 1 1 5

スピーチ
大会 2 2008 3 1 1 1 1 8

3 2009
（休会） 0

4 2010 3 1 1 5

5 2011 3 2 5

6 2012
（俳句） 0

合計 51 5 1 2 3 7 1 4 1 3 1 2 1 1 1 3 1 2 2 1 1 2 2 1 1 1 2 104



３．留学生が選んだスピーチタイトル

表2 これまでの日本語スピーチ大会出場者のスピーチタイトル
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表2には、留学生が選んだスピーチタイトルについて列記してみた。そのタイトルとと

もに、留学生の顔が目に浮かぶ。やはり日本での異文化体験について述べたもの、母国や

故郷に関するテーマも多い。社会的なテーマに関するものもある。どのスピーチも、日本

人が考えたこともない留学生の視点から見たユニークな日本の文化、日本社会、問題点で

あることが多い。留学生が留学生活の中で日本のどのような点に関心を持っているのか理

解できる。

４．審査員の目と感想

これまでスピーチ大会の審査委員には、国際交流センター教員、センター長、他学部の

教員や三重大学学生自治会会長も、審査に加わった。『留学生からのメッセージ』

（1995～2004）から印象的な感想を幾つかを紹介したい（2）。

・ほとんどの出場者が来日してまだそう長くないにもかかわらず、流暢な日本語で落ち着

いて発表されていたことに、敬意を表します（1995）。

・出場された留学生の方々の中には、おそらく私よりもスピーチが上手だと思える方がい

らっしゃって驚きました（1996）。

・スピーチ大会に出場する以上、それくらいは当然だと言われるかも知れませんが、私た

ち日本人が、同じ日本人に対して日本語でスピーチをする場合でも、テーマを選び、構

成を工夫し、より効果的な表現を考えながら文章化し、さらに抑揚や速さに気を配りな

がら練習を重ねなければならず、かなりの負担を感じないで入られません。それを留学

生の皆さんは、外国語である日本語でやり遂げたのですから、それだけでも賞賛に値し

ます（1997）。

・ここでは、文法的にも発音上も完璧で流麗なスピーチが常にベストとは限らない、とい

うのが人と人とのコミュニケーションの手段としてのスピーチの奥義の一つだと知って

もらいたい。やや危なかしげな話しぶり、少し聞き取りにくい発音はかえって聞く人の

集中力を喚起する。反感よりも同情や共感を呼び覚ます。外国語で話すことは、母国語

に比べて必ずしも不利ではないのだ（1998）。

・当該国の関係事情が、ある程度理解できるほか、日本の関係事情についての外国人の見

方・感じ方を通して、日本を客観視・再発見できる喜びがある（1999）。

・留学生の人たちの話は、私たちに気づかないことを気づかせてくれるよい機会になる。

私たちには普通のことが、留学生の目からは不思議に思えることがたくさんあることを

教えてもらった（学生自治会代表）（1999）。

・留学生の体験や留学生ならではの日本に対する思いなど聞いていて、とてもおもしろかっ
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たです。日本に住んでいては気づかないことでも、日本に留学していることにより別の

視点から見えている事を聞くと、日本がどんなところなのか知ることになりました

（2000）。

・このスピーチ大会を聞いていて思ったことは、それぞれの国にそれぞれの文化があり、

皆さんがその文化を継承されつつも、日本の文化を理解されようとしていることである。

また、日本に来て不安一杯であるとき、小さな親切でもどれほど留学生の皆さんを勇気

づけることになるかを教えられた（2001）

・スピーチを聞いていて意味の分からない言葉が出てきました。それによって発表者の思想が

わからない所がありました。自分の勉強不足を感じました。外国人と理解し合うには、相手

の出身国のことについて知る必要があると実感しました（学生自治会代表）（2002）。

・実は私は、「なれない日本語を暗記するわけだから、早くで棒読みになってしまうのは

仕方がないだろう。」などと思っていたのです。その予想は見事に裏切られました。まっ

すぐ前を向き、ゆっくり語りかえる留学生の皆さん、そして、会場をしばしば包む笑い

声。何とも表現のつかない、安堵感と充実間の入り混じった感情に襲われました（学生

自治会代表）（2003）。

・外国人が異文化（日本）について異文化の不思議と驚きを伝えてくれているときも、実

は聞く側も話し手のスピーチの内容だけでなく、話題にしていない領域でも未体験の異

文化に気づく。これもこういうスピーチ大会の面白さかもしれません（2004）。

以上、これらの審査員は教員がほとんどであるが、学生自治会の代表者も毎回審査委員

になっている。審査員は出場者に対し質疑応答を行う役目も担っており、出場者は緊張し

ながらも審査員からの質問に答えている。審査員の感想には、日本語スピーチ大会という

時間を共有した者だけが感じる臨場感にあふれたコメントも見られる。

５．来場者の声から

日本語スピーチ大会の来場者数は年によってばらつきがある。日本人学生の授業が多く

行われる共通教育校舎から、国際交流センターのある総合研究棟Ⅱに移ってからは、共通

校舎で行ったときほどの来場者数ではないが、毎回100名近い方々が足を運んでくれる。

ここでは、『留学生からのメッセージ』（1995～2004）から、印象的な聴衆の声を拾いたい。

・どの留学生のスピーチも、私が19年間どっぷり日本につかって生きてきた中の常識・

物の見方・考え方が一通りだけでは済まされないことを教えてくれた。このまま日本人

でいることに甘えてはいけない、もっと広い視野で物をみなければズブズブと埋もれて

しまうことを気づかせてくれた。（生物資源学部学生）（1995）
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・「自分は三重大で何をやっているのだろうか。」、大会が終わって江戸橋駅に向かう途中

でフッとそんなことを考えた。答えはすぐに思いついた。「何もやっていない。ただ講

義に出て、帰っていくだけだ。」しかし、彼ら留学生は違う。彼らは三重大で「勉強し

ている」のだ。（人文学部学生）（1995）

・私は一生日本の中にいれば日本語だけで十分だと思って、英語など他国の言語に無関心

でした。今日、外国から日本へやってきた留学生の体験や思ったことなどを聞いて、日

本の中だけにいるのはだめだと思った。私も英語をもっと勉強して外国に行ってみたい

と思う。（教育学部生）（1996）

・スペイン、オーストラリアのお二方は話しているときに、身振り手振りが混じっていた

のに対し、アジアの皆様方は“きをつけ”してしゃべっておられました。西洋とアジア

の文化の違いを個々に見たような気がしました。（生物資源学部生）（1997）

・日本人の側も異文化理解の絶好の機会でありました。留学生の方々のまじめな勉学態度

に触れることができました。多くのことを学んで帰国され、日本や三重県との友好の架

け橋になってほしいと思います。（学外・三重県国際課）（1998）

・あまり外国人の話を聞く機会がないので、とてもいい経験になったと思います。留学生

の人達が一生懸命スピーチしている姿にとても感動しました。留学生のみなさんは、日

本という異国で一生懸命学習しているのに対し、私はただ単に教育を受けているだけと

いうことを痛感しました。みんな明るくステキな人ばっかりだと思いました。私もこう

いう機会を生かして、大学生活が有意義なものになるようにしたいと思います。（教育

学部）（1999）

・僕はスピーチ大会はもっとかたいことだと思っていましたが、スピーチをする全員が生

き生きと楽しそうに話していて、とてもすばらしく思いました。そして、僕らを考える

日本と留学生が考える日本が、こんなにギャップがあると再認識しました。もっともっ

と日本のことを知ってもらいたいと思います。（工学部）（2000）

・いろいろ面白かった。こんなスピーチ大会に日本人学生はあまり興味がないみたいです。

大学で日本人のスピーチ大会はありませんか。もしあれば聞きに行きたいです。（留学

生）（2001）

・スラスラ話す人と、文節ごとに切れてしゃべっている人がいた。文法とか少し間違って

いても伝えようという気持ちがびしびし伝わってくる感じがした。むずかしい問題を深

く語るのは実に大変なことだと思った。自分がその立場に立ったらどうなのだろうと思

う。これはものすごく勇気のいることだと感じた。人に気持ちを伝えられたのだから、

スピーチした人たちは日本語が上手であると思う。（工学部）（2002）

三重大学日本語スピーチ大会の回顧と展望

―117―



・留学生のスピーチ大会というのは、どんなものなのか全く想像がつかなかったけれど、

実際に聞いて本当に感心の連続でした。今頃の若者（私を含めて）たちが使わない、知

りもしないような日本語の言い回しが出てきたりして、本当に日本語を見直さなければ

ならないのは、私たち日本人なのではないかと思いました。（人文学部）（2003）

・留学生の方々は、日本文化に対して、日本人である我々よりもずっと興味を持っている

し、詳しく知っていて驚きました。日本人である自分はこれでいいのか、とちょっと反

省しました。（生物資源学部）（2004）

このように、来場者は日本人学生や留学生が大半を占めるが、教員や学外者も足を運ん

でくれている。上記に紹介したコメントのように、留学生の日本語の流暢さはもとより、

堂々としたスピーチ、異文化の視点に基づく日本社会の観察力、自分たちにはない確固た

る自分を持っている留学生を見て、驚くばかりかこれではいけないと、奮起する日本人学

生の声が毎回感想として上がっている。

６．考察

本学における留学生による日本語スピーチ大会が、どのように歩んできたかを見てきた。

ここでは、日本語スピーチ大会の意義を再考し、現在の問題点、今後の展望について述べ

てみたい。

まず、留学生の日本語スピーチ大会は、留学生の日本語のレベルアップを目的としてい

るが、審査員や来場者のコメントにもあったように、実際にその効果を考えたとき、実は

来場者である日本人学生に対して多くの啓発を与える機会となっている。異文化理解に関

する認識不足、留学生を通して知った日本のよいところと悪いところ、確固たるアイデン

ティティを持つ留学生と自分たちとの違い、留学生が指摘する日本の社会問題、日本人学

生にとって母語である日本語の難しさ、留学生の頑張りと努力、留学生の故郷を想う気持

ちなど、留学生のスピーチを聞いて内省し、新たな自分を発見していくよい機会になって

いる。

もちろん、留学生は日本語スピーチ大会まで、立案、執筆、修正、リハーサル、発表、

質疑応答まで、かなり緊張した日々が続く。驚くことに、毎回日本語レベルが高い留学生

が優勝するとは限らない。ようやく初級レベルを脱し、中級レベルで学び始めた留学生が

優勝したというケースを何度も見てきた。出場者のほとんどが、発表の内容や構成をよく

練り、練習も万全を期してスピーチ大会に臨む。まるでアメリカ大統領のスピーチを聞い

ているかのように、視聴者を釘付けにして堂々とした説得性のあるスピーチを行い、来場

者の全員が度肝を抜くこともあった。日本語スピーチ大会は、留学生にも日本人学生にも
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多くの示唆を与える意義ある国際交流の場となっている。

しかし、継続させるためには、少々問題があると思われる。先にも述べたように、この

日本語スピーチ大会は、共通教育、人文学部、留学生センター、国際交流センターと主催

者が大きく変遷してきた。その間、主催する部署が役割分担して実施してきた。しかし、

2007年以降は、日本語教育のスピーチ大会の担当者が、参加者の募集、原稿のチェック、

リハーサルの実施、審査員の協力依頼と連絡、アトラクションの依頼、大会当日の実施運

営、司会など進行を支援する留学生や日本人学生の手配とその練習、開会式および表彰式

と、すべてを担うようになった。意義ある日本語スピーチ大会を継続させていくためには、

実施体制を再検討する必要がある。

日本語スピーチ大会の今後のあり方としては、現在模索中である。2011年度は日本語

スピーチ大会が第一部、そして、7分間寸劇を演じさせるスキットコンテストを第二部と

して実施した。さらに、2012年度は留学生から俳句を集め、俳句コンテストを実施した。

このスキットコンテストや俳句コンテストも稿を改めて紹介したいが、大変ユニークな試

みで好評を得ることができた。留学生はチャレンジ精神が旺盛で、自由自在に大役をこな

す。そのたくましさは今時の日本人学生の比ではない。いずれにしても、日本語スピーチ

大会を形骸化させることなく、新しい企画を実施し、留学生が日本での留学生活を一層充

実させたものにしていけるよう努め、より大きく発展させていきたい。

謝辞：1995年から2004年まで、主催が国際交流センター（留学生センター）に移ってから、日本語ス

ピーチ大会が継続するようご指導をされた花見槇子特任教授のご尽力に感謝申し上げます。

注

（1）この表1の国別出場者数、表2のスピーチタイトルについては、1990年～1994年は資料がな

いため、記載できなかった。なお、他大学からの出場者数およびスピーチタイトルは割愛してあ

る。本学の日本語スピーチ大学には、四日市大学や鈴鹿国際大学の留学生も多く参加していただ

いてきた。この場をお借りして感謝申し上げたい。

（2）審査員および来場者の声は、『留学生からのメッセージ（3）～（14）－三重大学留学生日本語ス

ピーチ大会文集－』（1995～2004）の資料からの掲載である。
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